
No.１85  2019年12月号

2 0 1 9年を振り返って2 0 1 9年を振り返って2 0 1 9年を振り返って

はるか薬局 2019年を振り返って

～はるか薬局緊急時電話番号～
0154-31-7811または
090-3775-3026☎

夜間、日曜祝日等の閉店時で緊急の対応を
要する場合にご利用下さい。

お知り合いの薬剤師・薬学生の方を
ご紹介下さい 奨学金制度もあります
※詳しくは、あゆみ調剤までご連絡下さい。

  0154-31-7811



（薬剤師：山田 真紗子）

　寒さが厳しくなり、インフルエンザが流行しやすい季節になりました。

今回は、インフルエンザの症状と治療についてお話します。

　通常、風邪では初め鼻づまりや鼻水、
のどの痛みなどの症状が出て、それから
徐々に発熱(37℃程度）などの症状が起
こります。
　一方、インフルエンザは症状が出るの
が急で激しいことが特徴です。まず、発
熱(38～39℃と高熱になる)に始まり、
それと同時に頭痛、関節の痛み、全身の
だるさなど全身症状が強くあらわれま
す。その後、咳・鼻水などの症状が出てき

ます。熱はおよそ５日間続きます。
　なお、インフルエンザからさらに気管
支炎、肺炎、小児では中耳炎、熱性けいれ
んなどの合併症を引き起こし重症化す
ることもあります。特に、高齢者、呼吸器
や心臓に慢性の病気
を持つ人は重症化す
ることが多いので十
分注意する必要があ
ります。

　インフルエンザに
かかってしまった
ら、安静と十分な水
分摂取が第一となり
ます。十分な体力と

免疫力があれば、大半の人は特に治療を

行なわなくても１～２週間で自然に治
ります。
　ただし、合併症などの危険性も考える
と、単なるかぜだと軽く考えずに早めに
医療機関を受診し、アドバイスを受けま
しょう。

◎インフルエンザとは

◎ 治 療 に つ い て

　解熱鎮痛剤には、インフルエンザにか
かっているときは、使用を避けなければ
ならないものがあります。
　それがアスピリン（バファリン）など
のサリチル酸系解熱鎮痛剤、ジクロフェ
ナクナトリウム（ボルタレン、アデフロ
ニック、ボンフェナック、など）、メフェ
ナム酸（ポンタールなど）となります。
　これらの薬剤（坐剤も含めて）は、イン
フルエンザ脳症を引き起こす可能性が
あるため使うことはできません。解熱鎮
痛目的で使用する薬剤は、より危険の少
ないアセトアミノフェン（カロナール、
アンヒバなど）が適切であるとされてい
ます。
　なお、15歳未満の小児は、インフルエ
ンザ脳症を引き起こす頻度が成人と比

べて高いため、解熱鎮痛剤の服用は慎重
にすべきとの見解があります。
　市販の風邪薬や解熱鎮痛剤の一部に
はアスピリンなどの鎮痛成分を含んだ
ものがありますので自己判断せず、使用
時にはかかりつけの医師、薬剤師にご相
談下さい。

◎解熱鎮痛剤の服用について

　治療薬としては、Ａ型・Ｂ型に効果の
あるオセルタミビル（タミフル）、ザナミ
ビル（リレンザ）、ラニナミビル（イナビ
ル）、バロキサビル（ゾフルーザ）、Ａ型の
みに効果のあるアマンタジン（シンメト
レル）があります。
　ともにインフルエンザの症状発現か
ら48時間以内に服用しないと効果が弱
まってしまいます。これらの薬はウイル

スの増殖を抑え、インフルエンザからの
回復を早めてくれる薬です。
　その他、漢方の麻黄湯、発熱、筋肉痛な
どに解熱鎮痛剤、鼻水などに抗ヒスタミ
ン剤、咳に鎮咳剤などが用いられること
がありますが、無理に薬でおさえるとか
えって治りが遅くなることもあります。
自己判断で薬は服用せずに医師の指示
に従うことが大切です。

◎治療薬について

◎インフルエンザと風邪の症状

　インフルエンザとは、インフルエンザ
ウイルスの感染によっ
ておこる病気です。く
しゃみやつばなどの飛
沫と共に放出されたウ

イルスを吸いこむことによって感染し
ます。
　インフルエンザウイルスには大きく

分けて、Ａ型・Ｂ型・Ｃ型の３種類があり
ます。なお、ヒトの世界で流行的な広が
りをみせるのはＡ型・Ｂ型の２種類にな
りますが、これらの症状や治療、予防法
には大きな違いはありません。（治療薬
は、型によって異なることがあります。
詳しくは、〝治療薬について〞を参照くだ
さい）

原　因
感染力

主な症状

流　行

通 常 の 風 邪 　　　　　　　　　　　　インフルエンザ
ライノウイルスなどのウイルス、細菌など
感染力は弱い（潜伏期間長い）
熱はない、または微熱（37℃程度）、のど
の痛み、鼻がムズムズする、水のような
鼻水、くしゃみや咳など
徐々に感染が広がっていく

インフルエンザウイルス
感染力が強い（潜伏期間短い）
通常38℃以上の高熱
頭痛、関節痛、筋肉痛、
だるさなどの全身症状
短期間に膨大な数の人に感染する

インフルエンザに負けるな！！
症状と治療について
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今年の冬も風邪・
インフルエンザに
負けずに乗り切って
いきましょう！
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